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表 A 教員養成学講究取り組み内容  
履修院生  シラバス作成科目  シラバス分析科目（注）  




B 教育の思想と原理   








D 教育と社会・制度  
E 教育と社会・制度  
F 教育方法・技術論  
G 道徳教育指導法  
H 幼児教育学演習  
I 幼児教育学演習  











表 B 大学教授学講究取り組み内容  

































表 C プラクティカム日程一覧  
  No. 実施日 実習院生 授業名 題材・内容 
前
期 
1 6 月 13 日  K 生徒指導概論※ これから求められる学級づくり 
2 7 月 3 日  L 教育課程論※ かくれたカリキュラム 
3 7 月 7 日  M 教育調査統計法演習 検定の考え方：カイ二乗検定を中心に 
4 7 月 14 日  N 生涯学習概論※ 生涯学習と評価 





9 11 月 13 日  M 教育と社会・制度 
「学校に行かないこと」は問題なのか？ 
多様な教育機会の視点から考える 
10 1 月 25 日  L 教育方法学 子どもによる課題の生成と主体形成 
11 1 月 25 日  P 教育方法の研究※ メディアと ICT 













 平成 29 年度は 3 名のポートフォリオ提出者がおり、無事修了証書を授与された。彼ら
の授業理念の中心点のみ下に引いておく。  
 

























１ 具体的には、3 年間通じて次の教育課程を経る。博士課程後期 1 年次生は、前後学期を通じて、2 つ
の授業（「教員養成学講究」と「大学教授学講究」）を履修し、教員養成制度の歴史や大学での教授法を
学ぶ。博士課程後期 2 年次生は、学内（広島大学）で前学期・後学期各 1 回、計 2 回の教壇実習に取り
組み、博士課程後期 3 年次生は、学外（他大学）において教壇実習に取り組む。  










博士課程後期 3 年次生は、教職 P の総仕上げとして、「教職教育ポートフォリオ」を作成する。プロ
グラムを履修する中で、自分が何を学んだのかを振り返り、自身の「授業哲学（授業理念・教授哲学と















本年度は、2 年間にわたる研究計画の 1 年目にあたる。そのため、本年度は、次年度の
インタビュー調査に向けたパイロット調査の位置づけとして、教職実践演習受講生が有す
る意識の全体的な傾向を把握するために意識調査を行った。  
教職実践演習に関するこれまでの研究動向は大きく以下の 2 点にまとめられる。第 1 に、
各大学での実践報告である。これは、教職実践演習が導入される前後に、各大学の試験的
に実施した実践や、導入後の実践状況の報告が多数報告されている（例えば、有吉 2009；
生野ら 2012）。  































(2) 調査の概要  
平成 29 年度教職実践演習の受講生を対象とし、平成 29 年 10 月に教職実践演習受講前
に質問紙を配布（404 部回収）、調査対象の属性は表 2-1 に示した。平成 30 年 2 月に事後
質問紙を配布（328 部回収）、調査対象の属性は表 2-2 に示した。  
 
表 2-1 教職実践演習受講前調査対象の属性  
 




















































































 教職観に関する質問項目への回答を比較した結果が以下の表 4-1 と表 4-2 である。一見
して明らかなように、事前から事後にかけて有意な差が見られた項目はほとんどなかった。










表 4-2 「あなたは教員にどのようなイメージをお持ちですか」の事前・事後比較  
 
次に、教職実践演習に対する考え方に関する質問項目への回答を比較する。比較の結果













1 社会的に尊敬される仕事だ 3.73 3.83 -1.346 729  
2 経済的に恵まれた仕事だ 3.17 3.17 -0.003 727  
3 ストレスの多い仕事だ 4.55 4.56 -0.243 728  
4 休日も休めない仕事だ 4.36 4.33 0.571 728  
5 高度な専門的知識が必要な仕事だ 4.43 4.49 -1.204 728  
6 仕事の範囲がはっきりしない仕事だ 4.08 4.22 -2.084 728  
7 体力のいる仕事だ 4.62 4.60 0.494 728  
8 児童生徒と接する喜びのある仕事だ 4.53 4.52 0.060 728  










1 常に児童生徒のことを考えているべきだ 4.03 4.08 -0.662 728  
2 児童生徒のニーズを最優先にするべきだ 3.68 3.78 -1.486 724.718  
3 児童生徒の為なら休みを返上して働くべきだ 2.66 2.79 -1.675 728  
4 自分の家庭よりも児童生徒を優先すべきだ 2.30 2.40 -1.463 725  
5 児童生徒には厳しく接するべきだ 3.26 3.26 -0.116 728  
6 児童生徒の気持ちを理解するべきだ 4.64 4.63 0.113 728  
7 保護者のニーズに応えるべきだ 3.58 3.72 -2.330 725 * 




2.44 2.46 -0.261 728  
10 職務に忠実であるべきだ 4.39 4.51 -2.372 728 * 
11 部活動には毎日出るべきだ 2.85 3.00 -1.969 728 * 
12 社会的な常識を身につけるべきだ 4.79 4.76 0.713 726  
13 品行方正であるべきだ 4.54 4.55 -0.307 728  
14 社交的であるべきだ 4.42 4.41 0.204 729  
15 事務処理能力が必要だ 4.27 4.26 0.250 727  
16 海外の教育動向について理解しておくべきだ 3.72 3.79 -0.962 728  
17 社会情勢について理解しておくべきだ 4.48 4.48 0.048 724  









したがって、表 4-3 と 4-4 からは、教職実践演習への考え方が後ろ向きのものへと変化し
ているという、明確な傾向を見てとることができる。  
 
表 4-3「あなたは教職実践演習にどのようなイメージをお持ちですか」の事前・事後比較  
 





















4.44 4.27 3.207 729 ** 
2 教育実習を振り返る授業だ 4.03 4.01 0.423 729  




3.66 3.77 -1.540 727  
5 実践的な指導技術を学ぶ授業だ 3.03 3.00 0.397 659.532  
6 理論的な知識を身につける授業だ 3.34 3.16 2.065 666.742 * 
7 何をするのかよく分からない授業だ 3.20 3.24 -0.558 726  
8 面倒そうな授業だ 3.23 3.28 -0.667 729  
9 教科に関する知識を身につける授業だ 3.03 3.13 -1.102 728  
10 これまでの学習の遅れを取り戻せる授業だ 2.82 2.60 2.570 728 * 
11 意味がなさそうな授業だ 2.32 2.75 -5.237 641.323 *** 




4.01 3.59 5.498 641.927 *** 














1 教科の専門知識 3.71 3.45 3.091 727 ** 
2 教科の指導力 4.14 4.06 1.096 728  
3 授業を行う上での表現力(板書、話し方等) 3.93 3.77 2.012 682.019 * 
4 児童生徒の発達や心身の状況の理解 3.92 3.47 5.932 664.694 *** 




4.06 3.63 5.724 622.808 *** 
7 教員の使命への理解 4.22 4.13 1.425 727  
8 児童生徒への責任の理解 4.28 4.03 4.034 728 ** 
9 社会人としての基本(挨拶・言葉づかい等) 3.44 3.24 2.171 726 * 
10 保護者への対応能力 3.57 3.13 4.791 667.174 *** 
11 地域住民や関連機関との連携能力 3.56 3.13 5.075 728 *** 




4.04 3.75 3.808 655.078 *** 













































































て、次の 2 点の調査を行った。  























































































※本報告書に記載している原稿は、2018年 3月 20日・21日に開催された、第 24回
大学教育研究フォーラムにて研究発表をおこなった成果の一部である。 
 
